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 変調周波数の変更（アナログ方式ラジオマイク）
• 現行の変調周波数：１５ｋＨｚ
→業務用音響機器全般的な伝送周波数特性を鑑み、変調周波数を２０kHzに変更

 チャンネル間隔の変更
• 現行のチャンネル間隔：１２５ｋＨｚ
→限られた周波数範囲内で使用できるラジオマイク本数の増加を図るために、チャンネ
ル間隔を変更（細分化）

 アナログ方式イヤー・モニターの空中線利得の緩和
• 現行の空中線利得：２．１４ｄＢ
→アナログ方式イヤー・モニターのカバーエリアをより広く確保するために、デジタル方

式ラジオマイクのＥＩＲＰ※１を越えない範囲で指向性空中線（最大利得７ｄＢ※２）を使用
可能とするための変更
※１ デジタル方式のＥＩＲＰは１９.１４ｄＢｍ
※２ 通常使用が想定される指向性空中線の利得値（メーカーからのヒアリングによる）


